
2.アカエゾマツ林の成長と土壌条件
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従来トドマツ林の土堤条件については,系統だった諛査10跳がおこなわれ,トドマツの適地判 

定技術の向上に役立ってぎたが,アカエゾマツ林については断片的忙1〜2の瀏有がおこなわれ 

ただけである。アカエゾマッは環境条件の良好な所に成立したものはトト・マッ忙匹敵するよい生 

長を示し,さら忙トドマツにくらべると荐異な環境条件下にも耐えて生長する木である。

一方,アカエゾマツ林の土境作はポドゾル化したものが多い。今後アカエゾマッの造林而積は 

年々拡大されるものと思われるのでアカエゾマツ林の生長と土壤の賭条件を解明した適地判定の 

資科を彳!?る。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

昨年度は余市(第三紀に由来するBC型およびBD ( d )型土壇),北見(第三紀に由来する 

BD ( d )型士那),探津(火山吹忙由来する萸d型地)のs 7年生アカエゾマツ林を調査し 

た〇

余市のB C士培ではアカエゾマツの成長は非常に悪かった。この土壇は表曆から堅密で股小容 

気M小さく透水性も劣る。

北見,標浄のアカエゾマツは良い成長をしているが,トドマツ忙くらペると多少落ちる。林木 

の生長と卷分吸収餐については分析終了したが,土埃分析は目下［を行中である。

4. 昭和4 5年度の試験計画

弟子屈営林•脚内の2 5-3 5年生アカエゾマツ林と,隣接のトドpツ林を比較誚査する。

ォ臨営林署管内で,7•カエゾマツの幼令造林地を林令別に:験する。

5.トドマツ林の施業

!試験担当者

北海道支型長 寺臨康正ほか
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1. 稚樹の発生の機作を解明する。

2. 稚樹の定着に関与する因子を明らかにし,定着方法を確立する。

5.林分型ごとの収獲と生長の関係を解明し,最終的には淅伐作業 ：Kたいする収機予想表を掘 

する。

4.伐採と枯損の関係を解明する。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

野幌,定山渓,タ强•層雲映の国有林(試験地)において次の試験および隅査を行なった。

1. 発芽を昭害する病蕾の訓査(りゾクトニャ茵,ボトリチス茂,フザリウム箱の害を碑對)

2. " 昆虫及ネズミの調査(ヒメネズミ忙よる稚苗の被告を確認)

3. 稚苗の消長と気象要因の樹汚をおこなった。そのうち接地婀,A層とせ質土/®との接点の 

地温,士坝凍結忙ついては試験区を粉て暧測中。

4. 収獲の予測のため6 0 X 6 0 mの林地を固定し,毎木諛査,樹冠配圈図を作り,稚樹を含め 

た試験区の生長測定をつづけている〇

5. 湖伐後の稚樹の消長調杏のため,3個所を固定して観測中。

6. 害虫密度の変動諛杏をおこなった〇

伐傷木にたいしてはキクイムシ類が寄生し,その増疝率はかなり髙い。伐採地区に殘存する 

立木のうち,枯捞したものはカミキリムシおよびキクイムシの寄生をうけた〇しかし哲虫密度 

が伐採に怡きi5された確並は未だない。

7. 餌木杞より害虫の発生機構を観測中。

4.昭和4 5年度の試験計画

年次計両に基いておこなうが,具体的跋験項目をあげれば,次のとおりである。
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